
新
春
の
成
人
式
は
、

吹
き
荒
れ
る
爆
弾
低

気
圧
下
の
大
雪
に
見

舞
わ
れ
ま
し
た
。
新

成
人
の
今
後
の
厳
し

い
前
途
の
予
兆
で
な
け
れ
ば
、
と

思
い
ま
す
▼
戦
前
、
テ
レ
ビ
や
ゲ
ー

ム
が
な
い
時
代
、
お
年
玉
代
わ
り

の
ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話
、
イ
ソ
ッ

プ
物
語
、
三
国
志
、
源
平
盛
衰
記

な
ど
を
愛
読
。
源
平
争
乱
の
12
世

紀
、
平
清
盛
が
太
政
大
臣
だ
っ
た

頃
に
、
日
本
は
封
建
制
社
会
に
な
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
▼
専
横
を

極
め
た
清
盛
を
そ
の
子
重
盛
が
諌

め
た
時
、
父
親
の
法
衣
の
下
に
透

け
て
見
え
る
鎧
に
、
そ
の
本
心
を

悟
る
く
だ
り
が
あ
り
ま
す
。
07
年
、

あ
る
集
会
で
憲
法
を
語
っ
た
際

「
安
倍
首
相
と
か
け
て
平
清
盛
と

と
く
、
そ
の
心
は
衣
の
下
に
鎧
が

見
え
る
」
と
結
び
ま
し
た
が
、
今

の
社
会
は
武
力
で
は
な
く
、
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
が
支
配
し
て
い
ま
す
▼

時
代
錯
誤
の
「
国
防
軍
創
設
」
と

人
権
抑
圧
の
新
憲
法
制
定
を
本
意

と
す
る
安
倍
政
権
は
、
「
薄
氷
を

踏
む
」
思
い
で
経
済
再
生
を
ア
ピ
ー

ル
し
、
マ
ス
コ
ミ
に
も
て
は
や
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
早
く
も
消
費
税

増
税
・
原
発
・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
推
進
で
馬

脚
を
あ
ら
わ
し
、
大
型
公
共
事
業

や
軍
事
費
増
な
ど
破
綻
し
た
悪
政

を
復
活
さ
せ
て
い
ま
す
▼
ど
の
問

題
で
も
国
民
世
論
と
の
矛
盾
は
一

層
深
刻
化
し
、
た
た
か
い
は
こ
れ

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
７
月
の
都
議

選
・
参
院
選
に
む
け
て
、
悪
政
の

「
防
波
堤
」
「
変
革
者
」
そ
し
て

「
国
民
共
同
」
の
要
と
な
る
べ
く
、

党
の
草
の
根
の
力
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

江東区の職場・地域、議会などくらし・
平和を守る運動をご紹介します。

こ う と う 民 報 ２０１３年 １月号 №９９ －1－

２０１３年 １月号 №９９

発 行
こうとう民報編集委員会
責任者 猪又 武夫
住所 江東区東陽2-3-5-203
電話3648-5155FAX3648-5137
ホームページ

http://www.koto-minpo.jp/

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
の
総
選
挙
・
都
知
事
選
挙
で
は
み
な
さ
ま
の
大
き
な
ご
支

援
を
い
た
だ
き
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

い
よ
い
よ
今
年
は
、
都
議
選
・
参
議
院
選
挙
の
年
で
す
。
私
、

吉
良
よ
し
子
は
、
「
消
費
税
増
税
中
止
」
「
即
原
発
ゼ
ロ
」
「
憲
法
ま
も
れ
」
と
い
う
み
な
さ

ん
さ
ま
の
声
を
大
き
く
広
げ
、
実
現
す
る
先
頭
に
立
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
若
者
の
貧

困
を
解
消
し
、
希
望
の
も
て
る
社
会
を
つ
く
る
た
め｢

若
者
へ
の
投
資
！｣

を
大
い
に
訴
え
て
、

若
者
に
雇
用
と
ま
と
も
な
働
き
方
を
実
現
す
る
た
め
に
全
力
で
奮
闘
し
ま
す
。

そ
の
た
め
に
な
ん
と
し
て
も
首
都
東
京
か
ら
参
議
院
へ
押
し
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
心

よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

1
月

4
日
、
初
詣
で
に
ぎ
あ
う
富
岡
八
幡
宮
門
前
で
、
春
一
番
の
消
費
税
増

税
反
対
の
署
名
行
動
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
こ
の
行
動
に
は
、
消
費
税
を
な
く

す
全
国
の
会
、
江
東
の
会
、
新
日
本
婦
人
の
会
、
江
東
民
主
商
工
会
、
日
本
共

産
党
、
あ
ぜ
上
三
和
子
都
議
ら
15
名
が
参
加
し
ま
し
た

希
望
の
も
て
る
社
会
の
実
現
に
全
力

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

安
倍
自
公
政
権
は
、
国
防
軍
創
設
や
集
団
的
自
衛
権
行
使
な
ど
、
海
外
諸
国
も
懸
念
し
て

い
る
危
険
な
道
を
す
す
も
う
と
し
て
い
ま
す
。

「
経
済
再
生
」
で
は
、
財
界
言
い
な
り
に
金
融
緩
和
と
大
型
公
共
事
業
と
い
う
、
す
で
に

破
綻
し
た
政
策
を
す
す
め
、
原
発
推
進
ま
で
公
言
し
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
は
、
こ
の
悪
政
と
対
決
し
、
消
費
税
に
頼
ら
ず
国
民
所
得
を
ふ
や
し
て
内
需

を
拡
大
し
、
社
会
保
障
を
充
実
し
て
、
い
の
ち
と
く
ら
し
を
守
る
公
約
の
実
現
を
め
ざ
し
、

再
び
「
戦
争
を
す
る
国
」
を
ね
ら
う
こ
と
を
許
さ
な
い
た
め
に
、
国
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も

に
た
た
か
う
決
意
を
固
め
て
い
ま
す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
中
は
、
総
選
挙
・
都
知
事
選
を
は
じ
め
都
議
会
内
外
の
活

動
で
、
大
変
お
世
話
に
な
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

脱
原
発
、
放
射
能
か
ら
子
ど
も
を
守
る
取
り
組
み
を
は
じ
め
、

医
療
・
介
護
の
拡
充
を
求
め
る
運
動
、
私
学
助
成
や
特
別
支
援
学
校
の
改
善
な
ど
教
育
の
充

実
を
求
め
る
運
動
な
ど
、
議
会
内
外
の
運
動
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
う

し
た
中
で
、
頑
な
に
拒
否
し
て
い
た
都
を
動
か
し
学
校
給
食
の
放
射
能
測
定
や
少
人
数
学
級

を
実
施
さ
せ
、
墨
東
病
院
の
ガ
ン
拠
点
病
院
化
や
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
増
設

な
ど
切
実
な
都
民
要
求
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
は
、
都
議
選
・
参
議
院
選
挙
の
年
。
み
な
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
、
さ
ら
に
要
求
実

現
の
先
頭
に
立
っ
て
頑
張
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

参
議
院

東
京

選
挙

区
予

定
候

補

吉
良

よ
し

子

日

本
共

産
党

江
東

地
区

委
員

会

日

本
共

産
党

江
東

区
議

団

都

議
会

議
員

あ
ぜ
上

三
和

子



内
田
委
員
長
は
年
頭
の
挨
拶
で

「
職
員
体
制
、
勤
務
条
件
を
悪
化

さ
せ
な
い
た
め
、
年
明
け
か
ら
徹

夜
に
近
い
闘
い
を
し
ま
し
た
。

安
倍
政
権
の
膨
大
な
国
債
発
行

を
前
提
と
し
た
経
済
政
策
に
マ
ス

コ
ミ
の
批
判
の
声
が
な
い
。
今
春

闘
は
地
域
の
方
々
と
消
費
税
引
き

上
げ
反
対
の
取
組
み
を
重
視
し
ま

す
。
大
企
業
の
内
部
留
保
は
増
え

続
け
て
お
り
、
震
災
復
興
財
源
や

弱
者
の
懐
を
温
め
る
た
め
に
使
う

べ
き
で
あ
る
と
内
外
に
訴
え
て
い

き
ま
す
」
と
決
意
表
明
。

さ
ら
に
東
京
自
治
労
連
、
特
区

連
、
区
労
連
、
共
産
党
な
ど
来
賓

の
挨
拶
と
と
も
に
、
明
治
乳
業
・

Ｊ
Ａ
Ｌ
争
議
団
な
ど
紹
介
さ
れ
、

12
月
19
日
、
第
93
回
・
憲
法
９

条
守
れ
『
９
の
日
宣
伝
』
が
春
闘

共
闘
一
斉
宣
伝
と
一
体
で
区
内
7

駅
で
取
り
組
ま
れ
ま

し
た
。
『
9
の
日
宣

伝
』
は
毎
月
、
江
東

大
運
動
実
行
委
員
会

の
主
催
で
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

安
倍
政
権
は
、
憲
法
９
条
改
悪

を
掲
げ
、
国
防
軍
の
創
設
を
打
ち

出
し
、
ア
メ
リ
カ
と
一
緒
に
海
外

で
戦
争
で
き
る
国
づ
く
り
を
す
す

め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
い
ま
こ

そ
憲
法
９
条
を
守
る
運
動
が
重
要

に
な
っ
て
い
ま
す
。

１
月
15
日
、
日

本
共
産
党
江
東
地

区
委
員
会
は
、
女

性
後
援
会
を
中
心

に
区
内
５
カ
所
で

女
性
キ
ャ
ラ
バ
ン

宣
伝
を
行
い
ま
し

た
。吉

良
よ
し
子
参

議
院
東
京
選
挙
区

予
定
候
補
は
、
安

倍
政
権
が
原
発
の

新
規
増
設
ま
で
言

い
出
し
て
い
る
こ

と
を
批
判
。
「
地

震
大
国
の
日
本
で

い
っ
た
い
ど
こ
の

原
発
を
再
稼
働
す

る
の
か
、
動
か
す

だ
け
で
出
て
く
る

核
の
ゴ
ミ
は
ど
う

す
る
の
か
」
と
総

選
挙
後
、
国
民
の

怒
り
の
声
は
広
が
っ

て
い
る
と
紹
介
し

ま
し
た
。

あ
ぜ
上
三
和
子

都
議
は
、
東
日
本

大
震
災
・
福
島
第
一
原
発
事

故
に
よ
る
都
内
避
難
者
の
生

活
支
援
の
充
実
と
と
も
に
、

都
民
の
介
護
、
保
育
な
ど
の

福
祉
充
実
も
ま
っ
た
な
し
だ

と
強
調
。
「
猪
瀬
知
事
は
五

輪
招
致
に
熱
を
あ
げ
て
い
る

が
、
都
民
の
生
活
が
厳
し
い

と
き
、
都
民
の
く
ら
し
を
応

援
す
る
施
策
に
こ
そ
全
力
を

あ
げ
る
べ
き
で
す
」
と
訴
え

ま
し
た
。

こ う と う 民 報 ２０１３年 １月号 №９９ －２－

「火事は江戸の花」といわれ、江戸にはお

びただしい火事の歴史があります。江東で

は1682（天和２）年、深川の芭蕉庵、霊巌

寺、海福寺、浄心寺、富岡八幡が焼け、17

05（宝永２）年に両国橋、1745（延享２）

年には亀戸天神が消失しました。

だが、火事より江東の人たちを苦しめた

のは洪水です。南の東京湾から台風や高潮

で津波が、北からは利根川の氾濫で洪水が

おしよせました。もともと江東の地は、利

根川の三角州を埋め立てつくられたゼロメー

トル地帯で、川の水面より低いところです。

萍（うきくさ）の花より低き通りかな

（一茶）

数えきれない洪水の記録のなかで、1728

（享保13）年９月には、暴風雨のために両

国橋、新大橋が流されました。1786（天明

６）年７月、下町全体が洪水におそわれ、

深川、亀戸では二階から屋根に逃げました

が、砂村などでは将軍の鷹狩りなどで、二

階屋は禁止され逃げ場がなかったので、そ

の後、砂村には二階屋が許されました。

1791（寛政３）年９月４日、台風と高潮

で洲崎一帯に津波がおしよせ、洲崎弁天社

をはじめ家屋がことごとく流され、多くの

死者を出しました。幕府は洲崎弁天から西

の地域、５４６７坪を買いあげて空地とし、

洲崎神社と平久橋際に津波警告の碑（都旧

跡指定）を建てました。

地震では、1703（元禄16）年11月23日に

三十三間堂（現深川公園辺）が倒れました。

1855（安政２）年10月２日の大地震の震源

地は、亀戸から市川のあたりで、亀戸梅屋

敷がつぶれ、普門院が大破し、江戸城をは

じめ大名、旗本屋敷、多数の民家が倒壊、

火災で江戸の大半が焼けました。深川・本

所の埋立地での被害はとくに大きく、門前

仲町の町屋はほとんど大破し、死者は深川

で８６６人、本所で３８５人でした。

〇
２
月
１
日
（
金
）
19
時
〜
『
社
会
保

障
制
度
改
革
推
進
法
学
習
会
』

（
江
東
社
会
保
障
推
進
協
議
会
）
総

合
区
民
セ
ン
タ
ー

〇
２
月
10
日
（
日
）
13
時
30
分
〜
『
新

春
の
つ
ど
い
』
（
江
東
健
康
友
の
会
）

サ
ウ
ス
フ
ラ
ッ
ツ
集
会
所
（
扇
橋
診

療
所
居
住
マ
ン
シ
ョ
ン
内
）

〇
２
月
11
日
（
月
・
祝
）
10
時
〜
『
江

東
母
親
大
会
』
（
新
婦
人
江
東
支
部
）

総
合
区
民
セ
ン
タ
ー

〇
２
月
26
日
（
火
）
『
怒
り
の
地
域
総

行
動
・
区
民
集
会
』

＊
早
朝
か
ら
駅
頭
宣
伝
・
要
請
行
動

を
行
い
18
時
45
分
〜
東
陽
公
園
に
て

区
民
集
会
を
開
き
、
集
会
後
、
臨
海

公
園
ま
で
デ
モ
行
進

江
東
大
運
動
実
行
委
員
会

第
93
回

憲
法
９
条
守
れ
！
『
９
の
日
宣
伝
』

「洪水と江東」

津
波
警
告
の
碑
（
洲
崎
弁
天
境
内
） （18）

概説

行
事
日
程

１
月
17
日
、
江
東
区
職
労
の
新

春
旗
び
ら
き
が
区
役
所
内
で
開
か

れ
ま
し
た
。

お
楽
し
み
の
抽
選
会
で
盛

り
上
が
り
、
和
や
か
な
な

か
で
も
決
意
み
な
ぎ
る
旗

び
ら
き
と
な
り
ま
し
た
。

12
月
23
日
、
正
保
み
き
お
事
務

所
は
亀
高
神
社
の
境

内
で
餅
つ
き
大
会
を

行
い
、
た
く
さ
ん
の

人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

江東区職員労働組合

決意みなぎる！新春旗びらき

↑
亀
戸
駅
で
の
宣
伝

←
東
大
島
駅
で
の
宣
伝

訴えを行うあぜ上都議と吉良参議院東京選挙区予定候補

正
保
み
き
お
事
務
所

餅
つ
き
大
会




